
現 状
１.水前寺江津湖公園の概要

『平成の名水百選』（環境省︓⽔環境保全の⼀層の推進を図ることを⽬的に選定）
名称︓⽔前寺江津湖湧⽔群

『日本の重要湿地500』（環境省︓⽣物多様性保全の観点から重要な湿地を選定）
名称︓江津湖・上江津湖⽔系
選定理由︓①江津湖⽔系・・・・・ヒラモ・ヒメバイカモの⽣息地、九州の湧⽔植⽣の代表

②上江津湖⽔系・・・・・スイゼンジノリ（藍藻）の⽣育地

①豊かな自然環境

（植物）
天然記念物のスイゼンジノリ（ラン藻類）、希少種のキタミソウ、ヒメバイカモ、ヒラモ（熊本特産）などがある。

（魚類）
希少種のカゼトゲタナゴ、スナヤツメ、オヤニラミ、ヒガイなどを含めて約30〜40種。

②市⺠の憩いの空間

【位置】 本市の中央部から南東へ約5kmの場所に位置

【規模】 公園面積126.9haの都市公園（公園種別︓広域公園）※水前寺地区の一部除く
東⻄に約2.0km、南北に約3.5km

【概要】
●昭和35年5月に上江津湖地区を都市計画公園（総合公園）として計画決定し、その
後、他の地区との統合を進め、現在の公園区域に至る。

●湖面面積は約50haで、１日約40万トンの湧水が湧き出る全国でも有数の湿地

●希少種や固有種等が生息生育する湖沼や湧水池

●国指定の名勝・史跡「水前寺成趣園」 や国指定天然記念物の「スイゼンジノリ 発生地」、加
藤清正公時代に築かれたと伝わる「江津塘」、細川家ゆかりの「旧砂取細川邸庭園」など

（上江津地区）

（広木地区）

（出水地区）

ウォーキング
43.5%

自然散策
33.1%

水遊び
28.4%

サイクリング
7.1%

ペット散歩
3.3%

釣り2.4%

ボート1.5%

ボランティア
0.8%

その他12.0%

無回答0.6%

●ウォーキングや自然散策（散歩）、子ども達の
⽔遊びなど、様々な⽬的で公園を利⽤されてい
る。

●様々なイベントが開催されており、多くの来場で
賑わいを⾒せている。

（H29利⽤者アンケート調査・サンプル数885）

（ヒラモ）

（ヒメバイカモ） （ミナミメダカ）

（カワヒガイ）

（自噴水）

（ちびっこプール）※約18,300人／H29・44日間（みなも祭り︓来場者19,000人・2日間）（広木地区・休日風景）
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＜動植物園の現状＞
部分開園（土日祝日）のみ
→H30年春中の早期全⾯開園を⽬指し、復旧作業中

（再編整備計画︓魅⼒向上⽅策等）
H29年度 外部有識者による意⾒聴取委員会

再編整備計画（素案）作成

現 状

①水前寺成趣園

②熊本市動植物園
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（動植物園の入園者数）

（沿革）
昭和4年 水前寺成趣園の東側一角、約9,900㎡の敷地に「熊本動物園」として開園。
昭和44年 江津湖畔の現在地に移転し、“水辺動物園”として開園。
昭和61年 緑と水の祭典第４回全国都市緑化くまもとフェア「グリーンピック'86」開催。
平成3年 「グリーンピック'86 」閉幕後の植物ゾーン跡地を「植物園」として一体化
平成19年度〜 再編整備計画（５期１５年）

第１期︓「サルたちの森（H20）」・「モンキーアイランド（H21）」
第２期 ︓「チンパンジー愛ランド（H23）」
第３期︓「ペンギン・カピバラ・サル山エリア（H25）」

●桃山式の回遊庭園
●1632年、肥後細川初代藩主・細川忠利公が御茶屋を置
いたところで、その後、三代⽬藩主網利公のときに庭園が完成。

（水前寺こいあかり） （水前寺まつり）

④熊本市総合体育館・⻘年会館
（施設概要）
竣 ⼯︓昭和61年3月 開館時間︓9:00〜22:00
施 設︓1F大体育室、中体育室、武道場、トレーニング室、サウナ、音楽室、ロッカールーム

2F小体育室、25mブール（温⽔）、料理室、茶室
3F弓道場

⑤熊本県⽴図書館

【各種スポーツ教室・文化教室の開催】

開館時間
【平日】
第１・第２閲覧室 9時30分〜19時
子ども図書室・視聴覚室 9時30分〜17時15分
くまもと文学・歴史館 9時30分〜17時15分
【土/日/祝】全館
9時30分〜17時15分

●県内唯一の保存図書館（約100万冊）
（資料の保存機能に重点をおいた図書館）

●古文書・古記録の保管
（熊本県に関わる古い記録）

●近代⽂学資料の保管
（夏目漱石や小泉八雲など、熊本ゆかりの32名の文学者）

③ジェーンズ邸・夏目漱石第三旧居
熊本洋学校に外国人教師ジェーンズを迎えるため明治4年に建てられた、
熊本県内に現存する最古の洋館（県指定重要文化財）
→熊本地震により倒壊、復旧予定 （ジェーンズ邸）

（夏目漱石第三旧居）

昭和40年代に⼤江から移築された漱⽯の熊本の3番目の旧居。ここから
「草枕」の題材となった⼩天（⽟名）への旅⾏に出発した。

（体操教室） （親⼦料理教室）
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（万人）

（水前寺成趣園の入園者数）

（千人）

２.各施設の概要
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表-1 公園内主な施設の数

現 状

・公園内には⽼朽化した施設が多く存在している。
（ベンチ、案内表示板、照明施設、トイレなど）
・トイレ施設は全１６施設あるが、その内５施設は
バリアフリー対応ではない。
・⽼朽化のため使⽤不可の遊具も存在している。

（腐食したベンチ） （⽼朽化した看板）

（利活⽤）
・「カフェ」「レストラン」などの飲食店を設けてほしい。
・ランニングが楽しめる環境づくりとしての「ランニングステーション」を設けてほしい。
・レンタサイクルやボートなど公園内を楽しく移動できる手段がほしい。
（施設整備）
・水辺のサイクリングロードをつくってほしい。
・⼦どもからお年寄りまでくつろげる休憩施設（授乳室・おむつ替え室）を設けてほしい。
・幼児でも遊べる水場を設けてほしい。
・公園内および施設等の案内や説明が分かりにくく、解説も不⾜している。
・公共交通アクセスが不便であり、駐⾞場も不⾜している。
・防犯カメラ設置などの防犯対策を講じてほしい。
・照明灯が少なく、夜間利⽤は怖い。

②生物多様性の保全
外来⽣物︓植物・魚類

湖⾯の⽔草除去作業および外来⿂の駆除作業が⾏われているものの各主体の連携した
効果的な防除の取組みが求められる。

（植物）
・作業⽇数︓２８０⽇／年
・処分量 ︓１，６００ｔ／年
・処分費 ︓２４百万円／年

（魚類）
・電気ショッカーによる外来魚駆除
・リリース禁⽌条例による回収 （オオクチバス）

（ブルーギル）

（オオフサモ）

（バリアフリーではないトイレ）

（水草除去状況）

（電気ショッカー船）

③歴史・文化の情報発信
夏⽬漱⽯や中村汀⼥（なかむらていじょ）、有働⽊⺟寺（うどう もっぼじ）など句碑が複数あ
るものの、地域資源として発信が十分ではない。地域振興、観光振興などに向けたより効果的
な活用・発信が求められる。

（夏⽬漱⽯の句碑） （中村汀⼥の句碑） （有働⽊⺟寺の句）

（カフェ） （駐⾞場不⾜の問題）

施設名 施設数
ベンチ 265

案内看板 288
照明施設 330
トイレ 16

東屋・藤棚 23
遊具 34

（回収いけす）

（回収箱）
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３.課題と市⺠ニーズ

①施設の⽼朽化への対応

④市⺠ニーズ（過年度アンケート）


